
（1）利用目的
　真空排気装置の配管部に付着した粉末にB4C（ボロンカーバイド）が含まれるか確認
する。
（2）実験方法
　蛍光X線分析（XRF）および全電子収量（TEY）法を用いたX線吸収分光測定を実施し
た。
（3）実験結果
   配管付着物のXRFにおいては900 eV、500 eV、300 eVの励起光でO、F、Feと思われ
るピークが観察された。900 eVではサンプルホルダー由来のAl、Mgが、500 eV、300 eV
ではCが確認された。次に、FとFeのピーク判別のため、TEY法でFe-K端およびFe-L端領
域を測定した結果、Fのピークが明確に観測された。B4C標準試料との比較の結果、この
配管付着物はB4Cに由来するものではなく、Fを含む化合物であると推定できた。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　同定の結果、真空排気装置部品が粉末付着の原因でないことが判明した。部品の再製
作および改造に伴う工数および費用等を削減し、有効な対策を取ることができた。
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利用成果の概要
　真空排気装置内に付着し粉末状物質の生成由来を調べるため、X線分光測
定により物質の同定を行った。
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図面等
　配管付着物のTEY法蛍光X線スペクトル（励起光500 eV）
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